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隠岐の島町　「八百杉」の樹勢回復事業がスタート！
隠岐の島町の玉若酢命神社にある、国指定天然記念物（島根県第１号）の「八百
杉（やおすぎ）」の樹勢診断、調査を平成18年9月より行ってきました。ま
た、平成20年度から3年計画で炭八（リサイクル木炭）による土壌改良を主体
に樹勢を回復させる事業が開始されました。

　　　～玉若酢命神社の八百杉～
　　　　・　所在地　　　　島根県隠岐の島町下西宮前
　　　　・　区　分　　　　国指定の天然記念物（単木類）
　　　　・　指定日　　　　昭和４年12月17日指定　（島根県内第１号）
　　　　・　樹木データ　　推定樹齢　1000年　　樹高　30ｍ
　　　　　　　　　　　　　根元周囲　　20ｍ　　 幹周　9.9ｍ　　県下随一の巨木です。
　　　　・　由来・伝説
　　　　　　　　むかし数百年生きながらえたと伝えられる八百比丘尼が、若狭より隠岐に
　　　　　　　渡り、神社に参拝した記念に植えられたとされる杉で、その時に「800年後
　　　　　　　にまたこの地を訪れるだろう。」と言ったとされることから、「八百杉」と
　　　　　　　名づけられた。また、この杉の根元に大蛇が生息していたが、大蛇が寝たま
　　　　　　　ま根に抱かれてしまい、今でも周囲が静かなときには、大蛇のいびきの音が聞
　　　　　　　こえてくるという。



  

　県立大東高校は今年創立90周年を迎え、
今の新校舎になってから30年が経過しま
す。このイチイの木は校舎移転の際に移植
された記念樹で、学校のシンボルとなって
いますが近年衰弱がひどく、炭八（ﾘｻｲｸﾙ木
炭）による樹勢を回復させる事業を行いま
した。

玉若酢命神社「八百杉」樹勢回復事業　第1期
■調査・診断　平成20年10月

　日本樹木医会島根県支部の樹木医4名（柿田、佐
藤、太田、槙野）に、元島根県林業試験場の平佐
隆文氏が加わり治療前に、周辺の環境、土壌の状
態、幹の腐朽の広がり、葉の密度など、多くの調
査が行われました。結果、衰弱した多くの原因
は、盛土や踏圧などの人為的なものが考えられ、
土壌の酸度もpＨも4.4と、かなりの酸性でした。
結果を基に、炭八（リサイクル木炭）の効果を発
揮し樹勢回復できる事が判り、文化庁の承諾を得
て樹勢回復の事業が始まりました。

　樹幹上部は27ｍの高所作業車で作業。

県立大東高校「イチイの木」樹勢回復事業！

■腐朽部治療　平成21年1月

■炭八改良　平成21年2月

■腐朽部治療

■炭八改良

　ﾊｲﾌﾟﾚｯｼｬｰ（高圧洗浄機）で腐朽部を除去、
木固め剤、ｳﾚﾀﾝ、人工樹皮で治療。

　使った炭八（木炭）は４０００リットル！！ 　周囲にｵｰｶﾞｰ（孔堀機）で無数の孔を掘り
炭八(木炭）と堆肥を充填。

表面に根を発根させる為に炭八（木炭）、
堆肥を敷き均し。 　周囲にﾛｰﾌﾟ柵をして第1期事業完了。

　※炭八（木炭）は高温で炭化した炭でpＨ9の強ｱﾙｶﾘです。

平成21年3月施工

イチイ（一位）
イチイ科
別名　オンコ、アララ
ギ
亜高山帯、寒冷地に生
育
名の由来/昔、材から高
官が用いる笏（しゃ
く）を作ったので、朝

イチイの実（10月）
甘くておいしい
種は有毒

泥炭と炭八（木炭）を腐朽した箇所に入れ発根誘導。 発根するまで乾かないように保護。

　周囲に無数の孔を掘る。 　炭八（木炭）と堆肥を充填。

　機械により根に酸素を送る。 表土に炭八（木炭）と堆肥を敷き混合。



  

新築庭紹介！
■出雲市今市町　Ｔ様邸　平成21年4月完成

第8回　浜山松苗植樹祭　平成21年3月8日開催！
　毎年恒例となった、井上恵助翁奉賛会（出雲市浜町）主催による浜山松苗植樹祭も今年で第8回目になり
ました。今回から協賛に島根県が加わり、県立緑化ｾﾝﾀｰから松くい虫の抵抗性ｸﾛﾏﾂの苗700本が提供さ
れ、地元や関連団体の約300人の方が浜山公園に松苗を植樹されました。また植樹に先立ち、大阪工業大
学客員教授の小川眞先生と、樹木医の佐藤仁志氏の記念講演会が行われました。

■出雲市外園町　Ｉ様邸　平成21年4月完成

　以前からあった中庭を改造。テーマは
「水と光　木漏れ日の空間」とても癒される
空間になりました！

　新築に伴い築庭。元々の地形を生かした枯山水
様式の庭。植栽は施主の好きな果樹や花木を植え
てとても楽しめる庭になりました！

記念講演　　佐藤樹木医
「抵抗性ﾏﾂと松林の復活について」

当日の植樹に参加された皆さん300人。
当日は最高の天気となり、マツの成長を
願いながら親子で気持ちの良い汗をかき
ました。


